
開催

日程

202５年８月２０日(水)～202６年３月１１日(水)
計8会合開催／各会合実施時刻-14:00～16:30（予定）

労働力不足の深刻化や物流改正法の施行による諸規制への対応等、物流を取り巻く環境は急速に変化しており、持
続可能な物流の構築が急務となっています。とりわけ、「物流効率化法」・「貨物自動車運送事業法」の改正は、荷主企業
と物流事業者の双方に対し、さらなる物流効率化の取組みを強く求めています。

本研究会は、中部地域においてロジスティクス・物流の課題解決に取り組まれている皆さまにご参加いただき、労働
力不足やDX推進といった喫緊の課題に対する取組みを共有し、あわせて業種・業態・役職など企業の枠を超えた人的
ネットワークの構築を目的とした登録制の会です。

ゲストスピーカーによる講演やグループディスカッション、施設見学、交流会・懇親会などを通じて、各社の課題解決
に向けた情報収集や意見交換、情報交流を行っていただけます。貴社の物流課題の解決や人脈形成の場として、ぜひ本
研究会をご活用ください。皆さまのご参加を心よりお待ちしております。

本研究会について（開催のご案内）

ロジスティクスの課題解決に向けた情報共有・人的ネットワークの構築

参加

形式

●会場参加●
【開催場所（予定）】：ミナミ栄ビル会議室（名古屋市中区栄１丁目）

※本会合は原則として会場でのご参加をお願いしておりますが、会合によりオンラインでの参加も可能です。

運営
方法

・年間登録メンバー制の月例会
・ゲストスピーカの発表（約60分）とディスカッション（約50分）にて構成
・メンバーはＧＩＶＥ ＆ ＴＡＫＥを旨とし、積極的な参画に努める。

主 査 辻 公 氏
公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会 JILSアドバイザー
 （元 ミツカン SCM企画部 需給企画課 課長）

プログラム（予定）

※2024年度参加企業、活動内容等は裏面をご覧ください。
※諸事情により日程、プログラムが変更になる場合があります。
あらかじめご了承ください。

2025年度のテーマ：「 2030年問題への対応、できることは何か？」
【各会合のプログラム概要 2025年7月更新版】

開催日程 内 容 (予定)

8月20日(水)
【オリエンテーション】
 メンバー自己紹介(課題認識等)
【情報共有(講演)】「行政動向：行政における物流関連施策について」【懇親会】

9月17日(水)
【情報共有(講演)】労働力不足への対応：荷主企業事例：「(株)PALTAC」
【グループディスカッション】

10月15日(水)
【情報共有(講演)】労働力不足への対応：物流企業事例：名港海運(株)
【グループディスカッション】

11月19日(水)
【情報共有：現場見学①】訪問先：マルハニチロ物流(株)
【グループディスカッション】

12月17日(水)
【情報共有(講演)：課題解決の方策】物流/ロジスティクスにおけるAIの活用
【グループディスカッション】

1月19日(月) 【※中部ロジスティクス新春の集い2026での情報交流】

2月18日(水)
【情報共有：現場見学②】訪問先
【グループディスカッション】

3月11日(水)
【メンバー企業の取り組み紹介】
【情報共有(講演)】「物流を取り巻く課題と今後の展望（予定）」
【懇親会】



(公社)日本ロジスティクスシステム協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は、当協会のプライバシーポリシー
（https://www1.logistics.or.jp/privacypolicy/）をご覧ください。なお、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、本研究会に関する確認・
連絡・参加者名簿の作成、および当協会主催の関連催し物のご案内をお送りする際に利用させていただきます。

参 加 料 支 払 い 方 法
WEB請求書で請求いたします。
WEB請求書は原則として参加者のE-mail宛に送付いたします。それ以外をご希望の方は、当協会への連絡事項欄にご指示ください。WEB請求
書が届き次第、指定の銀行口座にお振込みください。お支払いは、原則として開催前日までにお願いいたします。
（開催後になる場合は、参加申込書の支払予定日欄に明記してください）振込手数料はお客様にてご負担願います。

【キャンセル規定】 ※参加申込をキャンセルする場合は事前に問い合わせ先にお申し出ください。
開催７日前～前々日（開催日を含まず起算）……参加料（消費税を除く）の３０％
開催前日および当日………………………参加料（原則として消費税を除く）の全額

オンライン参加について

●以下の条件を満たしたPC等をご準備ください。

Zoomクライアントをインストールしていること ・マイク、カメラの

使用ができること。

●本研究会の参加者は申込時に登録した参加者に限定し、1人1台の

   デバイスでご参加ください。

●主催者に起因する事由や不測の事態により通信が中断した場合は、

   録画した本研究会の内容を期間限定で配信します。

本研究会ではオンラインライブ配信（Zoom利用）を利用する場合があります。 (公社)日本ロジスティクスシステム協会が定める「JILSオンライン研
修受講にあたってご了承いただきたいこと」と、以下の事項に同意のうえお申し込みください。

●参加者に起因する事由により通信が中断した場合は、主催者は責任を負

わないものとします。

●本研究会の内容を録画、録音、撮影は禁止します。

●参加者により運営を妨げるおそれのある行為がある場合、対象者の参加

を中止させることがあります。

昨年度（2024年度）の参加企業と活動内容

定 員：20名 ※定員になり次第締め切らせていただきます。最少催行人数：8名

日本ロジスティクス
システム協会会員：

６６,000円
(消費税込/1名)

左記会員外：
１65,000円

(消費税込/1名)

参加料/参加定員

参加企業
(１0社)

(株)ＩＨＩ, (株)アイシン, (株)構造計画研究所,(株)スギ薬局,東芝テック(株),

中西金属工業(株),(株)バローホールディングス,フレッシュ物流(株),

ホンダロジコム(株),(株)八幡ねじ

講演の
内容等

【講演】
・中部経済産業局/中部運輸局：「物流を取り巻く現状と取り組み状況について」
・ヤマトリース(株) ：「物流業界におけるM&Aの現状と今後」
・公正取引委員会：「物流事業者の取引に関する独占禁止法等の概要について」
・関東化学(株)/(株)TUMIX ：「輸送網の維持に向けた３者連携」
・F-LINE(株)：「2024年問題のその先へ～持続可能な食品物流構築に向けて～」
・メンバー発表（(株)構造計画研究所）：「現場の課題を解決するOR活用事例」
【施設見学】
･ホンダロジコム株式会社 春日井高蔵寺物流センター
･トヨタL&F中部株式会社 白金オフィス

参 加 申 込 方 法
●当協会ホームページの本プログラムページよりお申し込みください。

LA2521

お問い合わせ先
●公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会 中部支部
〒460-0008 名古屋市中区栄1-22-16 ミナミ栄ビル407号 E-mail：chubu@logistics.or.jp

トップ イベント・講習会・交流会 テーマ別交流会

会合のタイムスケジュール（講演会合の場合）

14:00～14:10  開会/事務連絡 主査あいさつ

14:10～14:55 ゲストスピーカー講演等

14:55～15:05 休 憩

15:05～15:20 ご講演内容に関する質疑応答

15:20～16:10  グループディスカッション

16:10～16:30 ディスカッション内容の共有・まとめ

16:30 閉 会 ※会合終了後、懇親会や有志メンバーによる交流会等を行います。
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